様式２

審議会等会議録
	審議会等の名称
	第１回　山口市すこやか長寿対策審議会

第１回　山口市地域密着型サービス運営協議会
第１回　山口市地域包括支援センター運営協議会

	開催日時
	令和元年５月２４日（金曜日）　　１４：００～：１５：３６

	開催場所
	山口市役所会議室棟会議室Ａ

	公開・部分公開の区分
	公開

	出席者


	草平武志、伊勢嶋英子、香川昌之（田村博子代理）、岡村祥平、福谷俊二（西田一也代理）、島田昌拓、河添真一、井原京子、落合教子、高山直美、山出宏一、上野綾乃、髙井佳代子、岡本充、内田芳明、岡村輝夫、城市正幸、冨田知栄子、刈屋みゆき、佐分利隆、近藤泉、河井光枝、古谷節子（２３名）（敬称略、順不同）

	欠席者
	小倉圭史、中村勝一（２名）（敬称略、順不同）

	事務局
	健康福祉部長、健康福祉部理事兼指導監査課長、健康福祉部次長兼政策管理室長、健康福祉部参事兼高齢福祉課長、保健センター所長兼健康増進課長、介護保険課長、基幹型地域包括支援センター所長兼高齢福祉課副参事、同主幹５名、同副主幹、政策管理室長補佐、指導監査課主幹、同副主幹、健康増進課主幹、介護保険課主幹、同副主幹、同担当（２０名）

	議題
	「山口市すこやか長寿対策審議会・山口市地域密着型サービス運営協議会・山口市地域包括支援センター運営協議会」共通

（１）会長の選任について

「山口市地域密着型サービス運営協議会」関係

　（２）平成３０年度指導監査実施状況及び令和元年度指導監査実施方針について

「山口市地域包括支援センター運営協議会」関係

（３）令和元年度地域包括支援センター事業計画及び予算について

（４）指定介護予防支援業務および介護予防ケアマネジメント業務の一部を委託する指定居宅介護支援事業者について

	内容
	1. 開会

2. 委嘱状交付
3. 副市長挨拶

4. 委員紹介
5. 審議内容の説明・確認

6. 議事
「山口市すこやか長寿対策審議会・山口市地域密着型サービス運営協議会・山口市地域包括支援センター運営協議会」共通
（1） 会長の選任について
　【事務局】
　　会長の選任について、ここで皆様にお諮りしたいと思います。審議会及び協議会の各設置要綱では、それぞれ会長を選任し、また職務代理を指名することとされております。各会相互の密接な関連性から、会長及び職務代理は、３つの会で兼務することとし、一括して選任並びに指名したいと考えておりますが、いかがでございましょうか。
【委員】
異議なし
【事務局】
ありがとうございます。異議なしということで、会長及び職務代理は、３つの会で兼務することとし、一括して選任並びに指名することとします。委員の皆様から立候補、推薦等はございますか。
【委員】
事務局案はないでしょうか。
【事務局】
はい。事務局の案といたしましては、会長を山口県立大学教授の草平委員にお願いしたいと考えておりますが、いかがでしょうか。
【委員】
異議なし（拍手）
【事務局】

草平委員、御了承いただけますでしょうか。
【委員（草平）】
  はい。
【事務局】

  ありがとうございます。それでは、草平委員にお願いしたいと思います。
続きまして、会長から、職務代理の方の指名をお願いします。
【会長】

それでは、職務代理につきまして、山口芸術短期大学の伊勢嶋委員にお願いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。
【委員】
異議なし
【事務局】
ありがとうございます。伊勢嶋委員、よろしいでしょうか。
【委員（伊勢嶋）】  
よろしくお願いいたします。
【事務局】
 ありがとうございます。よろしくお願いいたします。
「山口市地密着型サービス運営協議会」関係

（2） 平成３０年度指導監査実施状況及び令和元年度指導監査実施方針について
【事務局】資料３に基づき説明
―議題（２）についての質疑―

【会長】

ありがとうございました。それでは、ただいまの説明につきまして質問や意見はございませんでしょうか。
【委員】
指導監査につきまして、１つお願いがございます。近年尋常ではない人手不足で、有資格者を集めるのが非常に難しくなっております。指導監査につきましては、厳しくしていただきたいというのが大前提ではございますが、その中でも悪意と善意をしっかり見分けていただきたい。悪意とは、確信犯で、知っていながら法に触れることをやり続けた。一方善意とは、たまたま知らずにやってしまった。この２つでは大きな違いがありますので、その違いをしっかり考慮したうえで指導をしていただきたいのです。
近年人手不足で、事業者がどんどん減っています。そういった状況の中で余りにも厳しく、しゃくし定規に指導をし過ぎると、事業者がますます減る可能性があります。あまねく平等に介護保険サービスを受けることは、市民の権利でございます。その権利の行使ができなくなる可能性もございますので、御配慮いただけたら幸いです。
【事務局】
指導については、４ページにも書いておりますが、事業者の支援を基本として実施を
しております。知らなかったというのは、言い換えれば我々の指導が足りなかったとも言えますので、今後もしっかりと指導を行い、御理解をいただいて、適正な運営がなされるように努めてまいりたいと思います。また、悪意で違法な運営等を行っている事業者につきましては、そういった事例が確認できれば、実地指導から監査に移る等、厳しく対応していきたいと思っております。
【会長】
 よろしいでしょうか。
【委員】
人員不足というのは、今後団塊の世代の高齢化が進んでいくなかで、一番の問題ですよね。私は介護保険制度が始まったときに、母の介護を在宅のヘルパーに助けていただいたのですが、若いヘルパーは辞めてしまうことが多かった。そしてその辞めてしまったヘルパーとその後どこで出会ったかと申しますと、レストランのウエイトレスをやっていらっしゃったのです。１時間の単価というものから見れば、介護の仕事よりもレストランの仕事の方が楽なのかな、というふうに感じました。
そのときから、自分が介護を受ける立場になったとき、一体どれだけの人たちが手助けしてくれるのだろうかという不安を持っていたわけなのですが、さきほどの委員のご意見を伺うと、介護施設の現場の方も疲弊し、不安をお持ちなのではないかと感じました。指導監査に際しては、そういった介護の現場に蔓延る問題の原因を洗い出し、取り除く支援もしていただいて、優秀な人材を確保していただけるようにお願いしたいと、市民の立場から思います。
【会長】  
今後のさらなる介護保険サービスの充実を図っていくという意味でも、働き手の流出について努力していただきたいという意見でしょうか。

【委員】
そうですね。人員確保は、今後の介護の現場にとって一番大事なことですから。どの産業にしても、事業にしても、商売にしても、現場で働く人たちの声を吸い上げて、現場を離れなくても済むようにサポートをしていくことが大切です。そしてそういったサポートが行われていることは、私どもサービスを利用する側としても非常に安心ですね。

【会長】
安心して利用できる介護制度の持続のためにも、働き手の確保について努力していただきたいという御意見でした。
【委員】
今、主な指導対象事例の中に、水害、土砂災害を想定した避難訓練を実施していなかった事業者がいたということですが、これは何が原因でしょうか。私は通所介護施設の運営委員をしておりますので、時々事業者の方からお話をお聞きするのですが、避難訓練をするとなると、今の配置基準では、非番の人まで全員呼び出して、それでどうにかやっと形になる状況なのだそうです。
また、避難所が避難訓練に協力できる体制にあるかという問題もありますよね。例えば避難所が職員が数人しかいない地域交流センターだった場合、その人たちの業務の手をとめてまで訓練に協力してもらえるでしょうか。施設の園庭まで出て、車に乗せるまでの訓練はできても、実際に避難所まで連れていく訓練というのは、なかなか難しいのではないでしょうか。
監査のときに、ただ避難訓練を行っているかどうかを尋ねるのではなく、施設や避難所の人員の問題を把握したうえで、地域の協力を仰ぐ等、実際に災害が起きた時に有効な訓練を行えているかどうかということも確認されていますでしょうか。
【会長】
今、２点ほど御質問がありましたが、いかがでしょうか。

【事務局】
事業者によっていろいろと状況は異なると思いますが、消防、火災の避難訓練は実施していても、近年問題になっている水害、土砂災害に対応した避難訓練は実施していない事業者があるのは事実です。この原因は、行政側の周知や、事業者側の認識が足りないこと、つまり避難訓練をしなければならないということを知らないことにあると考えています。
また、避難訓練を行う体制が整っているかについては、確認不足のため、今すぐにお答えすることはできません。ただ、我々が指導の中で申し上げているのは、避難所を確認するだけでなく、万が一実際に災害が起きたとき、どのようにして危険を察知し、誰の判断に従って行動するか等、あらゆる側面から十分考察しながら避難訓練を行ってほしいということです。
今後も、委員がおっしゃられたとおり、ただ訓練を行いなさいという指示をするだけでなく、事業者はもちろん地域全体で避難訓練を行うことができる体制にあるかという部分も、注意深く見極め、指導していきたいと考えております。
【委員】
昨今テレビ等で報道されていますが、事業所での高齢者虐待がとても多いそうですね。先ほどお話がありましたように、事業者の方が苦労をされているということは十分承知しているつもりですが、だからといって指導を優しくするというのは、賛成しかねます。悪意だの善意だの言っても、虐待した人が正直に「私は虐待しました」と言うわけがないですし、それが嘘かどうかを見分けるのはとても難しいことです。先ほどの避難訓練にしても同じで、須らく行うものだという前提にしておかなければならないと思います。

【会長】
虐待に関しては、全国的にマスコミ報道が多く出てきていますよね。今のところ、山口市内の介護施設ではそういった話は出てきていないようですが、今後の虐待を予防するという意味でも、指導に関してはきっちりと行ってほしいというご意見でした。
　
「山口市地域包括支援センター運営協議会」関係

（３）令和元年度地域包括支援センター事業計画及び予算について
【事務局】資料４に基づき説明
―議題（３）についての質疑―

【会長】

この件につきましてご質問、ご意見はございませんでしょうか。

【委員】
地域の実情に応じて地域包括支援センター主催の少人数での認知症サポーター養成講座を開催されるということですが、地域側の受け皿はどこでしょうか。地域包括支援センターに地域の人を集めてくれと言われ、誰が地域の人を集めるのでしょうか。
【事務局】
地域包括支援センター主催の認知症サポーター養成講座は、地域の皆さんや、小学校、中学校、各種団体からの要望を受けて開催しているものです。
地域包括支援センターは、各団体から講座を開催してほしいという声が上がるように、日ごろの業務の中で、認知症の方に対する理解を深めることの重要性をお伝えし、ぜひ人を集めて申し込んでいただきたいという周知をしているところです。
【委員】
おっしゃっていることはよく分かるのですが、実際にこの認知症サポーター養成講座を開催されている川東地域包括支援センターが担当している地域というのは、人口が少ないですよね。高齢化も進んでおり、その団体自体の弱体化が進んでいるとも言えます。どんな講座を開催しても出席しているのはいつも同じ人で、そういう人たちは元々積極性があり、体も動かすことができる人です。そういう人たちは、確かに行動範囲も広いし、認知症サポーターになれば非常に活躍してくれるでしょうが、もう少しだけ、団体自体が弱体化しているということを考慮していただけたらと思います。
【事務局】
山口市は、認知症サポーターを増やしていきたいという思いで、現在までに約１万２,０００人のサポーターを養成してきました。元々は、在宅の認知症の方１人に対し、サポーター２人以上という目標を掲げておりましたが、今現在はその目標を上回り、３人のサポーターが養成できている状況です。そして今後さらにサポーターを増やしていきたいと考えておりまして、委員から御意見をいただきましたように、より多くの方にこの講座を受講していただけるよう、待っているだけではなくいろんな角度から働きかけていきたいと思っております。
また、本日ご参加いただいている皆様方の団体でも講座の開催要望がありましたら、ぜひ地域包括支援センターにお声がけをいただきたいと思います。ぜひともよろしくお願いいたします。
【会長】
よろしいでしょうか。
　そのほかご意見等ありますか。

【委員】
最近山口市内でも空き家が多く、非常に問題になっていますよね。同年代の者が集まると皆自分の家をどう処分したらいいかという悩みを抱えていらっしゃって、そういった悩みに、専門家等が中立公正な立場で相談に乗ってくださるところがあればいいなと思うのですが。
【会長】
この問題は、今、多くの市民にとって大きな話題になっていますよね。自分や親の資産をどう処分するかという問題は、７０代ぐらいの方々にとっては非常に切実な問題です。こういった相談に乗ってくださるところはあるのでしょうか。
【委員】
私は民生委員をしている者ですが、私たち民生委員の仕事ではないかと考えています。お年寄りが抱えた問題を、私たち民生委員がまずはお聞きして、そしてその後、行政等の相談窓口を紹介するというのが妥当ではないでしょうか。
【会長】
そうですね。かつては、社会福祉協議会が国の補助金を使って、あらゆる相談に乗ってくれる相談窓口を開設していましたが、今現在はなくなってしまいました。今現在、こういった相談に乗ってくれる行政の窓口というのはあるのでしょうか。
【事務局】
私は、一つ前の所管が都市整備部でございまして、今、委員さんおっしゃられた空き家対策、資産の活用方法等が、部としても課題になっておりました。

昨年度から、都市整備部の建築課で、町なかの空き家活用について情報提供をする場を開設しようという動きが進んでおりまして、もしそれが実現すれば、宅建業者や建築士への相談が可能な窓口も開設される予定です。実現にはもう少しお時間がかかるかと思いますが、市としてはそういった動きがございます。
また、今現にあるものとしては、ＮＰＯ法人の山口まちづくりセンターが開設している、空き家の活用について建築士が相談に乗ってくれる窓口がございます。空き家情報についても、ホームページで情報を一元化して公開しておられますので、ご紹介できたらと思います。

【会長】
　では、そのほか何かございませんでしょうか。
私から少し意見ですが、今日チラシが配布されました生活支援コーディネーターについて非常に関心を持っておりまして、今後の活動に期待をしております。新しくできた専門性を持つ職種が、十分社会の中で機能していけるよう、我々市民も関心を持って見守っていく必要があると思います。
（４）指定介護予防支援業務および介護予防ケアマネジメント業務の一部を委託する指定居宅介護支援事業者について
【事務局】資料５に基づき説明
―議題（４）についての質疑―

【会長】
　これについてご意見等ございませんでしょうか。
【委員】
ありません。
【会長】
では、こちらの事業所に要支援１、２の方のマネジメントを委託するということで、承認いただけましたら挙手のほうをお願いいたします。
〔賛成者挙手〕
それでは、承認とさせていただきます。
　以上で予定されております議事は全て終わりました。皆様の活発なご意見どうもありがとうございました。
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